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2021年３月期 第２四半期決算のポイント
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2021年３月期 第２四半期決算の概要

25,930 +409 101.6% 51,500 51.1%

502
（1.9%）

-168 66.4% 700 47.7%

516
（2.0%）

-170 67.0% 670 51.7%

202
（0.8%）

-8 95.7% 400 48.5%

(単位：百万円)  

営業収益は１.６％増、営業利益は３３.６％減 （対前年同期増減率）営業収益は１.６％増、営業利益は３３.６％減 （対前年同期増減率）

※予想は2020年8⽉7⽇発表数値



1.2%増収/17.9%増益
・⾷品や通販関連の輸送量が増加
・料⾦適正化の進捗や配送効率向上により利益率が上昇

■ 0.6%増収/損失計上
・通販関連の取り扱いが伸⻑し⼊出荷量が増加
・インテリアやアパレルの流通加⼯業務が減少
・新規に受託した作業の開始に伴い⼀時的に効率が低下
・感染症対策関連費⽤の発⽣によりコストが増加

■ 8.1%増収/7.0%増益
・通販関連の保管⾯積が拡⼤
・前連結会計年度に開設した拠点の稼働が本格化
・ベトナム⾃社倉庫の稼働開始によるコスト削減効果

■ 7.6%減収/2.6%減益
・国際貨物の荷動き停滞に伴い、国内外で輸出⼊関連事業が
縮⼩

・施⼯関連事業、海外での旅客⾃動⾞運送事業が低調に推移

6

事業の種類別セグメント業績

一時的な効率の低下等により、センター事業が損失を計上一時的な効率の低下等により、センター事業が損失を計上

11,154 

5,995 5,803 

2,977 

11,285 

6,029 6,275 

2,749 

20/3期上期 21/3期上期

680 

255 

554 

296 

802 
593 

288 

貨物⾃動⾞運送事業
（42.9％）

センター事業
（22.9％）

アセット事業
（23.8％）

その他事業
（10.4％）

貨物⾃動⾞運送事業 センター事業 アセット事業 その他事業

(単位：百万円)  ※（ ）は営業収益の構成⽐
セグメント別業績増減率（前年同期⽐） 営業収益／利益

△109
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所在地別の営業収益

国内が増収となる一方、海外は感染症の影響により減収国内が増収となる一方、海外は感染症の影響により減収

22,377 

3,552 

23,130 

3,209 

20/3期上期 21/3期上期

-343

⽇本 海外

12.2％

営業収益
263億円

+753
3.4%増

(海外：タイ、ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア、中華圏）

9.7%減

(単位：百万円)  
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燃料価格、為替の変動による影響額

燃料コストは負担低減、為替の変動による影響は軽微燃料コストは負担低減、為替の変動による影響は軽微
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VND（ベトナムドン） THB（タイバーツ）

円安

円⾼

※影響額：海外各社の当期実績（現地通貨、連結調整後）×当期と前期の為替レート差

軽油の平均購⼊単価 各⽉末時点の為替レート

1THB＝円1VND＝円円/ℓ

※影響額：軽油平均購⼊単価の増減×当期使⽤量

主要地域別 20/3期上期 21/3期上期 増減

⽇本
平均単価（使⽤量）

97.9円
（2.1百万ℓ）

76.0円
（2.2百万ℓ） -21.9円

ベトナム
平均単価（使⽤量）

15,044ＶＮＤ
（1.7百万ℓ）

13,152ＶＮＤ
（1.4百万ℓ） -1,892.0ＶＮＤ

主要為替レート 20/3期上期 21/3期上期 増減

ベトナムドン（VND） 1VND=

0.00473円
1VND=

0.00464円 -0.00009円

タイバーツ（THB） 1THB=
3.48円

1THB=
3.42円 -0.06円

千VND/ℓ
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キャッシュ・フロー

189

△1,102

685

2,800
(単位：百万円)  

ベトナム新倉庫建設に伴い固定資産を取得ベトナム新倉庫建設に伴い固定資産を取得

営業ＣＦ 「減価償却費」、「税⾦等調整前当期
純利益」による増加

投資ＣＦ 「有形固定資産の取得」、「敷⾦及び
保証⾦の差⼊」による⽀出

財務ＣＦ 「⻑期借⼊れ」による収⼊

20/3期上期 21/3期上期 増減
営業ＣＦ 1,069 189 -880

（減価償却費） （847） （897） （+49）

投資ＣＦ △572 △1,102 -529

財務ＣＦ △252 685 +937

換算差額※1 △39 △30 +9

現⾦残⾼※2 2,986 2,800 -186

※2 現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼
※1 現⾦及び現⾦同等物に係る換算差額



563 962
ベトナム新倉庫、国内倉庫空調設備等

661 1,068
事業⽤⾞両、フォークリフト等

47 224
⾼層ラック等

651 504
事業⽤⾞両リース等

95 △171

2,018
（1,322）
（695）

2,589
（1,437）
（1,152）

（988）
（455）

設備投資の状況

10

※各社設備投資状況（有形固定資産、グループ間取引含む）

ベトナムに新倉庫を建設、国内では高層ラック導入等を実施ベトナムに新倉庫を建設、国内では高層ラック導入等を実施

(単位：百万円)  
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2021年３月期の見通し

52,767 -1,267 -2.4%

1,113
（2.1%）

-413 -37.1%

1,224
（2.3%）

-554 -45.3%

612
（1.2%）

-212 -34.7%

447.41円 － －

80円 － －

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、減収減益を予想新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、減収減益を予想
(単位：百万円)  
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営業収益の見通し（事業の種類別）

22,818 -318 -1.4%
国内 ＋0.8億円
海外 −4.0億円

12,173 -673 -5.5%
国内 −6.7億円
海外 −0.0億円

11,811 +188 +1.6%
国内 ＋2.7億円
海外 −0.8億円

5,965 -465 -7.8%
国内 ＋0.5億円
海外 −5.2億円

52,767 -1,267 -2.4%

アセット事業を除き減収となる見通しアセット事業を除き減収となる見通し
(単位：百万円)  
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営業収益の見通し（所在地別）

海外の落ち込みが大きく、減収となる見通し海外の落ち込みが大きく、減収となる見通し

45,458 -258 -0.6%
⽇本ロジテム
＋7.0億円
国内⼦会社
−9.6億円86.1%

7,309 -1,009 -13.8%
ベトナムＧ
−6.6億円
ほか海外⼦会社
−3.4億円13.9%

52,767 -1,267 -2.4%

1VND＝0.00470円
（1円＝213VND)

1VND＝0.00470円
（1円＝213VND) －

(単位：百万円)  
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16

中期経営計画
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当社グループを取り巻く事業環境
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中期経営計画２０２２ （２０２０～２０２２年度）

環境変化に適応できる強固な収益基盤、体制づくりを進める環境変化に適応できる強固な収益基盤、体制づくりを進める
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国内の取り組み
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重点施策

国内 収益力の強化と体制の整備
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輸送力の強化

貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化貨物自動車運送事業のサービス力、収益力を強化

※当社および国内連結⼦会社のセグメント業績

0

50

100

150

200

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期

営業収益 (単位：億円)  

セグメント利益 8.5
7.3 8.6

10.6

370台 372台 373台 382台 388台

※各期末時点の当社および国内連結⼦会社の⾃社トラック保有台数

11.9

4.6億円
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効率化、省人化設備の導入

作業の効率化、省人化を進め、生産性の向上を図る作業の効率化、省人化を進め、生産性の向上を図る
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(単位：億円)  ※当社および国内連結⼦会社のセグメント業績営業収益

セグメント利益
3.9

1.3
0.6

3.5
3.5億円

4.3



0

10

20

30

40

50

60

70

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期

23

通販関連の取り組み推進

引き続き営業活動を推進引き続き営業活動を推進

※当社における通販関連の営業収益の実績
(単位：億円)  営業収益

⾼槻営業所（⼤阪府）

稲沢営業所（愛知県） 厚⽊⻄営業所（神奈川県）

吉⾒営業所（埼⽟県）



※当社グループ進出エリア

24

国内拠点展開の状況

2021年４月にはグループ最大規模の拠点を開設予定2021年４月にはグループ最大規模の拠点を開設予定

埼⽟県川越市
2019年9⽉

栃⽊県栃⽊市
2019年4⽉

神奈川県平塚市
2021年4⽉（予定）

※2019年4⽉以降に開設した拠点（予定含む）

愛知県名古屋市
2020年2⽉

東京都江東区新砂
2019年9⽉

千葉県船橋市
2019年10⽉

埼⽟県坂⼾市
2021年2⽉（予定）

福島県郡⼭市
2019年10⽉
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25

国内アセット事業の拡大

保管能力の拡大に加えて、稼働の安定化に注力保管能力の拡大に加えて、稼働の安定化に注力

営業収益

セグメント利益

2.1 1.3

4.5

(単位：億円)  ※当社のセグメント業績

7.3

※当社および国内連結⼦会社の保有・借⽤倉庫⾯積計 （単位：千坪）

172 177 205 220 227

70

80

90

100

16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期予

稼働率

9.2

（単位：％）※当社の各期平均倉庫稼働率

3.9億円
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海外の取り組み
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重点施策

海外 アジア地域における事業強化
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海外グループの業績推移

厳しい事業環境が継続するも、施策を実行し収益性向上に取り組む厳しい事業環境が継続するも、施策を実行し収益性向上に取り組む

※ 所在地別の業績（グループ間取引調整後）
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営業収益
(単位：億円)  

2.7

1.4
1.4

1.0

2.1

1.71.8 1.0

営業利益
2.7億円
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海外グループ各社の重点施策

※ ベトナムグループを除く

各施策を着実に実行し、事業の強化を図る各施策を着実に実行し、事業の強化を図る



ベトナムグループの重点施策

幅広いビジネスを展開する強みを活かし、事業を強化幅広いビジネスを展開する強みを活かし、事業を強化

30



ベトナム、物流事業の拠点を新設

ベトナム中部および南部に自社倉庫を建設し、物流機能を強化ベトナム中部および南部に自社倉庫を建設し、物流機能を強化

31

ビンズン省
約14,000㎡
2020年3⽉

ダナン市

ハノイ市

ビンズン省

ホーチミン市

ダナン市

10,280㎡

2019年4⽉
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インドシナ半島地域における成長戦略

道路インフラの整備状況等を踏まえながら、各国に営業基盤を構築道路インフラの整備状況等を踏まえながら、各国に営業基盤を構築
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インドシナ半島地域における成長戦略

国際陸上輸送を成長分野の一つに位置付け、営業を強化国際陸上輸送を成長分野の一つに位置付け、営業を強化
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タイを中心とした運行体制により、国際陸上輸送サービスを展開タイを中心とした運行体制により、国際陸上輸送サービスを展開

国際陸上輸送の拡大

※タイを発着する国際陸上輸送の運⾏実績
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株主還元



4.00円 4.00円 4.00円 40.00円 40.00円 40.00円

4.00円 4.00円 40.00円 40.00円 40.00円 40.00円

8.00円 8.00円 － 80.00円 80.00円 80.00円

241.2% 23.6% 56.8% 138.3% 17.9% －

株主還元 （配当）

36

配当方針

※2017年10⽉1⽇付で株式併合を⾏ったため、2018年3⽉期の年間1株あたり配当⾦合計は「-」としております。

配当状況
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参考資料
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【参考資料】 当社グループの概要①
日本ロジテムグループ体制

（2020年4⽉1⽇時点）

※持分法適⽤関連会社

※

※

※

（軽貨物運送）

（バルク運送）

（業務請負、⼈材派遣）

（施⼯、建設）

（通関、港湾運送）

（物流コンサルタント）

（貨物運送、倉庫）（近畿・中国・四国）

（業務請負、軽貨物運送）（近畿）

（貨物運送、倉庫）（九州）

（ベトナムグループ統括、リース、投融資）

（貨物運送、倉庫）

（旅客運送）（ハノイ市）

（旅客運送）（ホーチミン市）

（貿易代⾏、卸売）

（物品販売）

（冷凍冷蔵倉庫）

（貨物運送、倉庫、通関）

（卸売、業務請負）

（通関、倉庫、貨物運送）

（旅客運送、貨物運送、通関）

（旅客運送、貨物運送）

（通関、倉庫、貨物運送）

（通関、倉庫、貨物運送）

（倉庫、貨物運送、貿易代⾏）

（ ）は、主な事業・エリア等

（貨物運送、倉庫、グループ統括）（関東・中部・南東北）
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【参考資料】 当社グループの概要②
特徴、強み （エリア展開）

首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開首都圏およびインドシナ半島地域を中心に展開
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【参考資料】 当社グループの概要③
特徴、強み （物流サービス）

メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供メーカー物流を基盤としながら、幅広いサービスを提供
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【参考資料】 当社グループの概要④
セグメント別構成比

貨物
⾃動⾞
運送

43.2%

センター
23.1%

アセット
22.4%

その他
11.3%

貨物
⾃動⾞
運送

40.9%

センター
11.6%

アセット
31.7%

その他
15.8%

⽇本
86.1%

海外
13.9%

貨物⾃動⾞運送事業
トラックなどを使⽤して貨
物を運送する事業

貨物⾃動⾞運送事業
トラックなどを使⽤して貨
物を運送する事業

センター事業
貨物の⼊出庫などの荷役、
流通加⼯、事務代⾏を⾏う
事業

センター事業
貨物の⼊出庫などの荷役、
流通加⼯、事務代⾏を⾏う
事業

その他事業
引越、施⼯関連、輸出⼊通
関、旅客⾃動⾞運送等の物
流周辺事業

その他事業
引越、施⼯関連、輸出⼊通
関、旅客⾃動⾞運送等の物
流周辺事業

海外
ベトナム、中華圏、タイ、
ラオス、ミャンマー、
カンボジア

海外
ベトナム、中華圏、タイ、
ラオス、ミャンマー、
カンボジア

⽇本⽇本

連結売上⾼

連結売上⾼

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借
および仲介を⾏う事業

アセット事業
貨物の保管、不動産賃貸借
および仲介を⾏う事業

（20年3⽉期データ）

セグメント利益

⾷品
31.0%

インテリア
18.6%エレクトロニクス

11.0%アパレル
2.6%

⾃動⾞
関連 2.6%

その他
34.2%

連結売上⾼
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【参考資料】 当社グループの概要⑤
従業員数、輸送能力、保管能力

（21年3⽉期第2四半期データ、増減は20年3⽉期末⽐較）

1,498⼈ +77⼈ 2,286⼈ -17⼈ 3,784⼈ +60⼈

1,462⼈ +140⼈ 53⼈ -14⼈ 1,515⼈ +126⼈

410両 +22両 563両 -8両 973両 +14両

ー 620両 -21両 620両 -21両

228,518坪 +1,486坪 68,774坪 +1,814坪 297,292坪 +3,300坪
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信頼される企業グループを目指す
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http://www.b-soudan.com


